第２回愛知おやじサミット

パネルディスカッション　シナリオ案

「モンスターペアレント」

　　　〜このクレーム社会、おやじの会に何ができるか？〜

渡辺：挨拶とパネリスト紹介

イントロ：

　ここ数年、「モンスターペアレント」という言葉を新聞報道や学校関係者から聞くことが増えてきています。どうも平成１５年(2003)頃誕生した怪物のようです。広く知られるようになったのは、2007年2月に放送されたNHKの「クローズアップ現代」で、教育現場の深刻な現状が報じられてからのようです。

　「子どもが朝、起きられないから、毎朝電話をかけて起してほしい」「うちの子どもをいじめた生徒を退学させてほしい」「担任の教え方が下手だから、解任してほしい」などと、あまりに非常識な親のことをこのように呼ぶようになったそうです。一般的には「学校や教師に対して無理難題を突きつけてきたり、理不尽なクレームを訴えてきたりする非常識な親」とされています。

　本日は、４人のパネリストの方に来ていただき、この「モンスターペアレント」について議論していただきます。時間が限られていますので、現状につきいましては、みなさんほぼ感じていらっしゃると思いますし、また、なぜ「モンスターペアレント」が生まれたかなどに付きましては、議論が絶えないところですので、さわりだけとさせていただきます。

　せっかくのおやじの会ですから、この現状の中、おやじの会としてまた、父親として何ができるか？何をするべきか？また、何をしてはいけないのか？について議論を深めていきたいと考えています。

　本日は、東京から「おやじ東京」会長の脇山さんに来ていただいております。「おやじ東京」では、ここ１年で４回の「モンスターペアレント」に関するシンポジウムを開始しているということです。そこでます脇山さんより「モンスターペアレント」の現状とその要因についてお話しいただこうかと思います。10分ほどでお願いします。

脇山：

渡辺：ありがとうございました。

　今お話しいただいた、現状と要因について、パネリストの方から意見をいただきたいと思います。自己紹介を含めて、５分ほどでお願いします。

まづ、布袋おやじの会の中山さんからお願いします。

中山：

渡辺：ありがとうございました。　　　…ということです。

次ぎに、愛知おやじの会相談役の新川さんお願いします。

新川：

渡辺：ありがとうございます。　　　　…ということです。

最後に、愛知おやじの会副会長の坂さんお願いします。

坂：

渡辺：ありがとうございます。

いま、各パネリストの方から幾つかの意見をいただきましたが、パネリストの方の中で意見はございますか？

…

渡辺：ありがとうございました。

今までで、現状と要因について意見をいただきましたが、それでは次ぎにおやじの会としてまたは父親としてでもいいですが、実際にこれからどうしたら良いでしょうか？何をするべきか？何ができるか？何をしてはいけないか？についてお話を伺います。

まず、脇山さんに「おやじ東京」としては、どの様な取り組みをしているか？また、今後どの様なことを考えているかについてお話していただこう思います。脇山さんお願いします。１０分ほどでお願いします。

脇山：

渡辺：ありがとうございます。今のお話ですと…が大事である、ということのようですが。

それでは、パネリストの皆さんにそれぞれ意見を伺いますが、我々はどんなことができますでしょうか？今回は坂さんからお願いします。３分ほどでお願いします。

坂：

渡辺：ありがとうございます。

次ぎに、新川さんお願いします。

新川：

渡辺：ありがとうございます。

最後に、中山さん、お願いします。

中山：

渡辺：ありがとうございます。

我々として、やれること、やらなければならないこと、が幾つかいただけたように思います。

今までのところについて、フロアーの方で何かご質問、ご意見はございますか？

質問者：

渡辺：ありがとうございます。それでは　　さんお願いします。

　　さん：

渡辺：ありがとうございます。他にご意見はございますか？

無いようでしたら、最後に脇山さんに締めていただきたいと思いますが、本日の議論を含めて、これからおやじの会に期待することなど意見をお願いします。

脇山：

渡辺：ありがとうございました。

時間になりましたので、これで本日のパネルディスカッションを終了させていただきます。司会の不手際で結論に至ることはできませんでしたが、会場の皆さんには本日の議論を各おやじの会の持ち帰っていただき、議論を深めていただければと思います。本日はありがとうございました。

パネリストの方が、ご降壇されますので、皆さん拍手をお願いします。

ありがとうございました。
